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。
方
債
は
日
億
3
7
7
0万
円
(
時
折

こ
れ
は
、
市
営
住
宅
小
事
団
地
建
設
キ
増
)
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

我
孫
子
中
学
校
屋
内
連
動
場
建
設
な
ど
(
カ
y
コ
内
の
数
字
は
対
前
年
度
比
)

子韓1
5
2
億
4
9
2
7
万
円

z 
個
人
・
法
人
市
民
税
、
国
定
資
産
税
、

都
市
計
酪
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
市
民

が
直
接
納
め
る
税
金
の
ほ
か
市
た
ば
こ

税
な
ど
間
接
的
な
税
金
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

@
常
民
税

1
0
2億
7
2
5
1万
円

@
閉
定
資
産
税
犯
億
4
2
9
2万
円

@
都
市
計
蘭
税

8
億
8
8
8
4万
円

@
市
た
ぽ
ニ
税

3
億
6
6
9
2万
円

@
軽
自
動
車
貌

3
9
4
9万
円

v M 

d緩諮懇翠露漁h

3月定例会

の議決結果
略趨翠F

@
そ
の
他
(
交
付
金
、
特
別
土
地
保
有

税
)
3
8
5
9万
円

日
億
8
2
2
4
万
円

法
令
に
基
づ
き
市
が
行
、
フ
仕
事
や
市

が
行
う
特
定
の
事
業
に
つ
い
て
国
か
ら

支
出
さ
れ
る
資
金
で
、
公
私
立
保
育
園

支
出
金
、
生
活
保
議
支
出
金
、
老
人
措
置

支
出
金
な
ど
が
あ
る
ほ
か
、
市
営
住
宅

小
暮
団
地
建
替
建
設
事
業
や
中
学
校
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
室
整
備
事
業
な
ど
に

も
使
わ
れ
ま
す
。

日
億
3
7
7
8
万
円

多
額
な
費
用
を
伴
う
事
業
に
対
し
て

市
が
長
期
に
わ
た
っ
て
借
り
入
れ
る
資

金
守
、
将
来
の
収
入
に
よ
っ
て
返
済
し

ま
す
。
こ
の
資
金
は
市
営
住
宅
建
設
事

業
、
(
仮
称
)
根
戸
近
鍵
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

打
億

4
0，
B
万
円

財
額
調
整
の
た
め
に
積
み
立
て
た
基

金
か
ら
繰
り
入
れ
た
資
金
及
び
特
別
会

計
か
ら
繰
り
入
れ
た
資
金
で
す
。

金

県
支
出
金
は
箆
庫
支
出
金
と
性
格
が

似
て
お
り
、
一
定
の
行
政
目
的
の
た
め

に
県
か
ら
市
に
対
し
て
支
出
さ
れ
る
資

金
で
、
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
の
ほ

か
(
仮
称
)
商
都
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業
に
も
使
わ
れ
ま
す
。

4
億

7
3
1
B
万
円

条
例
な
ど
に
基
づ
き
、
市
が
収
入
す

る
資
金
で
、
保
育
料
や
老
人
ホ

l
ム
入

難
年
鹿
予
算
語
、
習

時

一

審

可

決

新
年
度
予
算
怠
ど
を
欝
蝕
す
る
早
成

2
年
第
4
・
鴎
市
鶴
会
定
例
会

を、

3
月
6
日
か
ら

naま
で
の
相
同
日
聞
の
会
期
で
開
銭
。
園
間
閥
、

大
井
市
畏
ガ
湾
へ
た
施
政
方
針
と
新
年
度
の
施
策
の
大
儒
に
つ
い

て
は
前
号
で
志
知
ら
せ
し
ま
し
た
ガ
、
舎
旬
一
は
、
定
例
会
で
可
決
さ

れ
だ
臨
案
に
つ
い
て
飽
介
し
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
麟
案
は
、
新
年
度

予
算
や
雨
弱
民
健
康
保
険
税
条
伊
の
一
卸
改
正
な
ど
怜
路
案

で
、
攻
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第779雪

圏
市
国
民
健
康
保
険
税
皐
倒
四
一
部
改

正
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
保
険

税
の
賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ
と
株
式

等
に
係
る
謀
説
的
特
例
を
定
め
る
た
め

圏
市
農
轍
援
奥
資
金
融
資
皐
俄
の
一
部

改
正
貸
付
金
銭
円
引
き
上
げ
及
び
償

還
期
限
の
拡
大
を
行
う
た
め

圏
我
孫
子
都
市
計
画
事
繋
新
木
駅
南
側

土
地
区
函
盤
理
事
業
施
行
規
模
を
廃
止

す
る
条
例
の
制
定
地
権
者
に
よ
る
組

合
施
行
の
準
備
が
進
み
、
組
合
設
立
琵

可
を
得
ら
れ
る
見
通
し
と
な
っ
た
こ
と

に
伴
い
、
こ
の
規
程
を
廃
止
す
る
た
め

極
市
火
災
予
防
串
倒
的
一
部
敬
正
消

防
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正
と
水
圧

検
査
及
び
水
張
検
査
の
手
数
料
を
定
め

る
た
め

圏
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
僚
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
烏
の
博
物
館
舘
長
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
を
定
め
る
た
め

国
間
市
民
プ
ー
ル
の
殴
置
及
び
管
獲
に
関

す
る
串
例
の
一
部
改
正
市
民
プ
!
ル

品物色

市
民
の
負
担
状
況

コ1
世
帯
当
た
り

都
市
計
画
税

ー
人
当
た
り

毘
定
資
産
税

市
民
税
(
個
人
)

所
者
負
担
金
な
ど
も
こ
れ
に
含
ま
れ
ま

す。

て
収
入
さ
れ
る
資
金
で
す
。

鑓
田
明
輯
e
躍
す
鋤
概
輔
料
、

3
億

1
5
9
万
円

:ぬ

億

中
市
民
会
館
や
市
民
プ
ー
ん
な
ど
の
公

の
施
誌
の
使
用
料
、
戸
籍
や
税
関
係
な

ど
の
証
明
手
数
料
、
し
尿
・
ゴ
ミ
処
理
手

数
料
な
ど
市
町
条
例
や
規
則
に
基
づ
い

地
方
譲
与
税
、
自
動
車
取
得
税
交
付

金
、
ゴ
ル
7
場
利
用
税
交
付
金
、
利
子

割
交
付
金
、
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付

円

の合

II鑑|芋若草
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=
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さ
ん
室
長
)
鈴
木
一
郎
V
環
境
保
全
一

一

司

唱

耳

唱

折

口

晶

司

障

害

富

司

叫

盟

謀

長

(

企

画

課

長

補

佐

)

飯

島

守

主

一

一

4
a
E骨
，
息
4
8
g
白星回聞
E
E醤
昌
国
置
活
環
境
課
長
(
同
課
長
補
佐
福
本
康
一

明
V
施
設
建
設
課
長
(
都
市
改
造
課
一

市
の
人
事
異
動
が
4
月
1
日
付
で

O
一
謀
長
級

V
財
政
課
長
(
企
画
課
長
)
長
)
関
重
労
V
都
市
排
水
課
長
(
下
水
一

行
わ
れ
、

1
5
8
人
に
辞
令
を
奇
襲
号
課
税
霊
一
同
課
長
補
佐
)
和
道
課
長
補
佐
)
戸
量
興
V
都
市
改
一

課
長
相
当
職
以
上
の
異
動
は
次
の
と
団
幹
雄
V
収
税
課
長
(
市
民
生
活
課
長
)
造
課
長
(
建
築
指
導
課
長
)
水
内
昭

v
一

お
り
で
す
。
(
カ
y
コ
内
は
前
職
)
島
根
次
久
V
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
長
克
建
築
指
導
課
長
(
同
課
長
補
佐
)
喜
一

。
郵
畏
紐

V
秘
書
室
長
(
企
画
財
童
官
企
庭
課
長
)
坂
上
正
之
V
管
対
謀
長
辰
雄
V
公
園
緑
地
課
長
(
公
園
街
路
一

政
部
参
事
)
昔
友
一
一
V
企
画
財
政
(
護
課
長
)
村
越
喜
V
工
事
検
査
室
課
長
)
須
藤
昭
二

Zの
博
物
館
副
一

部
次
長
兼
食
画
課
長
(
総
務
部
参
事
)
長
(
都
市
排
水
課
長
)
川
崎
政
著
書
館
長
(
環
境
保
事
長
)
水
村
哲
也
ヱ

小
手
辰
夫
V
市
民
部
次
長
兼
国
保
年
改
善
謀
長
(
公
社
課
長
)
鈴
木
光
治
V
総
図
書
館
長
(
会
計
課
長
)
中
野
て
る
子
一

金
謀
長
(
農
業
委
員
会
事
務
雲
)
大
務
部
主
幹
事
管
理
委
員
会
事
務
局

V
公
民
館
長
(
監
査
費
事
務
局
次
一

野
木
英
夫
V
著
書
会
事
務
局
次
次
長
)
大
類
繁
樹
V
健
康
管
理
課
長
長
)
中
野
署
V
監
査
委
員
事
務
局
一

長
兼
社
会
教
育
謀
長
(
企
蘭
財
政
部
(
財
政
課
長
補
佐
)
丹
羽
健
一

V
市
民
生
次
長
(
生
活
環
境
課
長
)
鈴
木
欣
次
V

一

次
長
)
若
泉
蕪
V
農
業
委
員
会
事
務
活
課
長
(
都
市
改
造
課
長
補
佐
)
山
崎
康
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
次
長
一

局
長
(
消
防
本
部
次
長
)
酒
井
隆
次
マ
夫
マ
児
京
保
育
課
長
(
収
税
課
長
)
伊
東
(
社
会
教
育
謀
長
)
斉
藤
吉
弘
V
会
計
一

消
防
本
部
次
長
兼
総
務
謀
長
(
市
民
幸
雄
V
高
齢
者
縞
祉
謀
長
(
福
祉
課
長
)
課
長
(
道
路
課
長
補
佐
)
笈
川
功
V
公
一

部

次

長

)

霊

渡

辺

宏

明

V
障

害

祉

課

長

(

市

義

社

課

長

(

公

民

草

川

下

喜

次

一

鵠

金
、
財
産
収
入
、
寄
付
金
な
ど
が
あ
り
ま

すロ

話路溜害弱禽闇
43億1，478万円

水
道
事
業
は
市
が
企
業
と
し
て
経

営
す
る
も
の
で
、
住
民
に
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
行
う
呂
的
で
設
置
さ
れ
、
受

全
国
の
地
方
自
治
体
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
均
街
を
留
る
た
め
、
各
自
治
体
の

財
政
力
に
応
ヒ
て
国
が
配
分
す
る
交
付

金
で
す
。

特
副
会
断
は
一
般
会
計
と
は
別
巴
、
特
定
の
寧
業
を
行
う
た
め
特

定
の
薦
入
を
も
っ
て
特
定
の
歳
出
巴
あ
て
る
会
針
を
い
い
ま
す
。
舎

年
度
は
、

5
会

針

総

額

で

聖

書

5
・

1治
の

t
0
4億
2
8

0
0万
円
を
軍
占
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
関
隼
度
当
初
予
算
巴
均
へ

5
会
計
す
べ
て
掴
額
と
な
り
ま
し
定
。
(
カ
ツ
コ
内
は
対
要
度
出
)

万
円
な
ど
の
事
業
費
を
見
込
ん
で
、
幻

億
河

(
5
・
3
ド
日
噌
)
を
計
上
し
て
い
ま

す。

の
管
理
的
一
部
を
公
共
的
団
体
に
委
託

す

る

た

め

一

富

市

民

体

育

館

定

要

ぴ

管

理

に

関

一

国

民

健

康

保

険

事

摸

す
る
来
倒
の
一
節
改
正
市
民
体
育
館
一

の
管
理
的
一
部
を
公
共
的
団
体
に
委
託
一
財
滋
は
国
民
健
康
保
険
税
、
国
庫
支

す

る

た

め

一

出

金

等

で

賄

わ

れ

、

被

保

険

者

の

疾

病

、

老

圏
平
成
一
百
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
-
負
傷
、
出
産
、
死
亡
な
ど
の
給
付
事
業
に

(第
4
号

)

一

沼

健

4
0
0
0万
円

(
5
4
W増
)
を
財
複
は
支
払
基
金
交
付
金
、
国
庫
支

圏
平
成
元
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
一
計
上
し
て
い
ま
す
。
出
金
、
県
支
出
金
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

国
民
健
康
保
険
事
業
(
第
2
号

)

、

土

地

一

、

77…J

入
金
等
で
、
老
人
保
健
法
に
基
づ
く
医

区
画
整
理
事
業
(
第
2
号

)

、

公

共

下

水

一

公

共

下

水

遂

事

梁

療

給

付

費

支

払

い

が

主

事

業

で

す

。

道
事
業
(
第
3
号
)
、
老
人
保
健
(
第
2
一

f
ρ

予
算
額
は
、
初
億
5
1
0
0万
円

(
5
・

号

)

一

財

海

は

下

水

道

使

用

料

、

国

庫

支

出

2
打
増
)
を
許
上
し
て
い
ま
す
。

圏
平
成
2
年

度

一

般

会

計

予

算

一

金

、

地

方

債

、

下

水

道

負

担

金

な

ど

の

ほ

以

勺

寸

一

7

一

圏
平
成
2
年

度

特

別

会

計

予

算

国

民

一

か

一

般

会

計

か

ら

の

繰

入

金

等

で

苦

手

賀

沼

浄

化

事

、

健
康
保
険
事
業
、
土
地
区
画
繋
理
事
業
、
一
れ
、
主
に
建
設
費
用
に
口
億
3
0
5
2

公
共
下
水
道
事
業
、
手
賀
沼
浄
化
事
業
、
一
万
円
、
下
水
道
普
及
一
費
用
に
4
億
3
0

財
源
は
県
及
び
手
賀
沼
を
取
り
ま
く

老
人
保
健

0
0万
円
、
そ
の
他
手
賀
沼
流
域
下
水

4
市
3
町
の
負
担
金
の
ほ
か
、
一
般
会

盤
平
成
2
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算
道
維
持
管
理
負
担
金
に
2
億
6
8
0
0

計
か
ら
の
繰
入
金
等
で
賄
わ
れ
、
手
賀

人

保

沼
浄
化
の
た
め
の
事
業
と
し
て
ホ
テ
イ

ア
オ
イ
の
植
栽
、
ア
オ
コ
の
回
収
、
雑
排

水
モ
デ
ル
事
業
負
担
金
な
ど
の
諸
事
業

に
2
億
1
6
0
0万
阿

(
8
・
ow増
)

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

書室オL
8 に J 財 コニ
1'，'予さ源 4出
増算去は .J.lli 

額貫主 I支
み 11且に E之
主管質審 璽
JF T中地 警豊

v' 霊雰雇
主主ま零 ι 事ふ

只 3 賄 、量量
2 事わ .... 

33億4000万円
(+5.4%) 

30億5100万円
(+5.2%) 

包民健康

保検事業

老人保健

益
者
負
担
の
原
則
に
基
づ
き
経
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
年
度
は
第
4
次
拡
張
事
業
の
初
年

度
に
あ
た
り
、
こ
の
事
業
の
叩
か
年
の

エ
事
計
画
に
基
づ
き
、
前
年
度
比
江
田
・
5

V
増
の
日
億
1
4
7
8万
円
の
予
算
を

計
上
。
主
な
事
業
と
し
て
、
妻
子
原
・
湖

北
台
浄
水
場
開
送
水
管
布
設
ヱ
事
、
日

秀
・
新
木
間
配
水
管
布
設
工
事
、
湖
北
台

浄
水
場
ポ
ン
プ
取
替
工
事
、
湖
北
台
浄

水
場
高
度
処
理
施
設
世
界
錨
設
計
、
地
震

対
策
と
し
て
の
導
水
管
・
配
水
管
内
布

設
替
、
効
率
的
な
配
水
管
網
の
整
備

(ル

I
プ
化
)
、
下
水
道
関
連
等
円
切
廻

し
工
事
、
清
浄
な
木
を
給
水
す
る
た
め

の
配
水
管
の
洗
管
工
事
、
浄
水
場
の
電

主
義
改
修
等
を
世
界
施
し
ま
す
。

4

平

成

2
年
度
水
道
事
撃
事
由
予
算

¥¥¥¥¥¥  予算(対前年度比)

収益的収入 22億7292万円 (+30%)

収益的支出 27億4783万円(+35.2%) 

資本的収入 7億6410万円(+56.5%) 

資本的支出 15信6695万円(+67.8%) 

-カッコ内は対前年度It
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4丹1悶号でお知らせ1-1::とお守、市

(J)組織機擦が改革されました。今IilHま、
新しくなったT替のLくみと怠なを士事、 4思
議の草E重量をお知らせLます。ご来庁の重量

増苦iこしてください。

之vr お(3) 1990. 4.16 

会議録その他畿事室まの潟霊童、言語会{こ童書するE電車毒i波書草、議撃事震

の語毒事震と警護霊堂に関てすることこ

阪のそ害事事11遜iEl之主主われているか家箆議するこな

選考書人名簿の話連警護・投書襲区1])霊童iEなど選考書l之隠すること

緩主主理事の受話題分合及び霊童封書毒事事警の~童書、小作製約及び標準

小作総iと闘すること

的

監宝霊祭 E霊祭務長事

選挙管護軍重量爽会参務局

E霊祭議集会事務局

豪華署喜会言語

事費湾施霊堂の襲撃事、教事警に喜毒する議室霊続完計!こ事毒すること

通告~18.擦の善意定、!定重量生徒の総学・豪華学・巡若手、学校保襲撃

“結重量1'::庫署をすること

教事事方童fのiI裟議員定、空襲経書聖書署の員選理事緩鋭、事実総長1])6高

修、特殊事室簡の指導員B言!と隠すること

社会議宵の総合計醤設定、文化罪主総灘、文化窃体への指導

・援鋭、害警少年1])重電車事・警護litlこ隠するとと

ffilEの綴さんは告書すること

スポーツ・レクリヱーシ3ンの毅及、スポーツ施設の撃機

!と関すること

強襲撃の貸し滋し及びffiJl完図穫量震のlI'程圏・義重量研要弘幸喜畿自酒

害書館五三蓄電すること

主主主主学望苦渋び檎毅鍵然、学量産・議mlの雲監絡にE署するこe

簿事聖書患の轡潔、資料のi波書草.~襲警警'話事灘五耳炎に慢すること

毅育委震会事務局
教 γ 総務線

湾ト学校象衛謀

総 i
務 laし指 憲章

技会事実湾総

務まを綴ちん童話

体育祭

豊富

公民書留

鳥の博物鐙

都市議設公社
庶務露軍・奇襲繁華程 おその他公衆的自語体1])霊堂短絡殺の管潔委託、市民余喜重苦E聖書

縫遂に善要する毒事業に障害すること

土鳩開発公社
庶務室票・事雲監察 公共潟地・災潟地等専の叡著書、繁華霊処分簿記事毒ザること

2鰭

毒事

書

?踏

?若授とこ君主役の獄事襲、議会とこの連絡に事毒すること

あままの総合金霊園と麓霊童に関すること

広報L告発行、際宇需の受l:t/せけ、あE主楢談iこ喜善すること

を主民組織の密成、主主治会関係、往路表示iこ関すること

そ襲撃事及び決算、期政訴主題の策iEl.:望書宅fること

市.，義浅草語、総務童書!ltOOの発行、幾重量.:1熔の覇軍査dこ霊事鎚

iこ襲書すること

市税1])奴納霊童重量、納税さ宣告書1こ関ずること

華署員の人家管理、華聖書量の総与の受給iこ童書ザること

事務波書童、車童書量殺韓警の箆護軍し、襲撃震の額修iこ審毒することと

交官襲撃童話の指導・翻聖書や祭若手傷護、統苦ti詩霊まの爽施、領報

公害書館穫の濁査及び研究lこ害毒すること

公害事糞織の援強及び工事等専の入払契約毒事に喜唱するこe

エ壌のき議選霊に審議すること

戸籍、お重量級鈎のf'f'1it3H昔、 E主義護資産量、主主豊富E遣の受I:H廿l:t
2長びffEï'~畿の受給lこ裏書するLごと

鐙民健室長銀段、際渓ま手会{之喜善すること

3遅纂生滋I'::O毒宅ずる総意義-"苦憾の処話語、去を通安全 '00犯権防

災!と鑓宅ずること

8ミ子傑媛、俗語佐E毒ーまE犬車種・耳主人害警・量産t震のそ予算ちに番電電tる

こと

生活繁華壁、災害綴費宮、献躍n-共間募金、市重量E主宅の入選援

iこ鋳守ること

高齢ItA工会対策及rJ老人類祉!こ鈎すること

弱体路軍撃者、 ω房長事務省、憲議事事懇弱者署警の護者上!こ宮署管るこ

と

児童量移送の5i.富吉、鶴子室長幾への盟童話皇、!潟重苦遊襲撃、保事警喜重に

襲書するこた

踏ま畿の主主事襲、中小企業への厳重義、童書光、子器内初援の紹介

及び育成!こ関宅すること

車産量産の掻氏賞作物葬者虫害警鳥獣も童書、農業I])~害対策著書量撃

に関すること

手事費沼などの湾111のE草食、公害害対策、鳥獣保護に普請するこ

と

務費援物処灘、重重要霊童書限、し袋署〉ちま誌の叙事態tニ処霊童!こ隠する

こと

F野手署長主薬物の殺計、 襲主主輩、鈴議長言語事に書母宅すること

道路嬢様、南道の家業古語句と童生計、O1irtl幻の緩持管理、霊童

E露の塁華字予査定、都市鈴言語道童館!こ費者宅?ること

公共下水護憲の整蓄妻、水量~j七の護者及、量定観"F~主遂とニの草書室襲!と

喜毒すること

君事F君主著/11.幹事車排水rtlo号室重機iこ雲書すること

都F皆様重量、土地教IF話器主題、霊童主剤UF自著t溺法iこ喜華づぐ:1熔害事

警聖書専の翁主主!こ襲唱すること

偶然行おの著書毒事磁重量・議導害事、薬害義務署富串絞め受l:tl吉1:tR:

び許可1'::廃するとと

公認の重襲撃事、総量担・軽量本の傑古住宅専に臨書すること

土地区溺譲渡事業について権利殺と記号室主総務事事、苦u襲‘君愛
重f‘工事弘湾総発事喜重軽iこ関することこ

我主薬害訳書簡it之主~~主題皇室緩事費義!こi半うこ仁熔1])簿価と軽量事j語調

室叢・物4牛の補綴1己裏書すること

金童書記日納!こ障害すること

水運F普及び幾畿の総合鋭苦手i、指f霊工著書倍、水量襲来寺金、水道

メ…ターの指針とこ使F軽水患の点積!と障害すること

水道綴設の襲撃皇室及び縫F善意審理、務次著書般の処潔!こ島署するこ

と

法治療務、火災・緩急憾の遜霊童iこ関すること;

火災の予防、 00次官雪波、君主総物の黄島領u.と障害すること

滋防関、 2主紡、車霊童喜の除去iこ事還すること

淡火、災害君主銚叙主主主主聖書iこ壁書すること
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申
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時
市
民
総

キ
幽
開
篠
教
室
高
開
閉
口
と
も
午
後
2
時
か

緑
が
美
し
い
準
抗
問
、
…
恒
例
的
根
本
ま
ら
3
時
、
テ

i
?
「
春
き
さ
の
機
本
の

つ
り
や
向
濯
し
ま
す

a

桝

wp

会
場
で
は
、
材
中
花
、
船
樹
木
、
裁
判
開
等
を
争
チ
ピ
ツ
諸
も
ち
つ
き
大
会
〈
離
料
〉

中
抑
制
問
よ
り
安
{
渡
的
問
ー
ま
た
、
総
の
プ
レ
鴻
日
午
後
1
時
持
母

ぜ
ン
ト
や
識
し
い
拙
惜
し
も
た
く
事
ん
凝
血
甲
わ
た
為
的
鱗
終
配
布
鈴
日
〈
子
供

蝉

脱

し

て

い

ま

す

包

的

み

}

コ
家
絞
ぞ
ろ
フ
て
春
時
一
自
を
漁
L

A
増
野
立
て
へ
無
料
・
一
関
一
式
中
沈
}
叩
同
日

ま

せ

ん

か

。

午

前

日

μ
時
(
大
人
的
み
)

品
世
担
端
世
コ
ン
ク
ー
ル
・
葱
醐
盤
投
齢
則
的
問
世
争
あ
ゆ
み
の
郷
三

E
L然
料
購
車
券

務
時
四
日
午
前
閉
山
即
時
制
札
骨
骨
沼
田
午
後
1
絡
先
着
3
0
0翁

尋
常
段
蝋
偶
然
花
壇
コ
ン
ク
!
ん
作
品
晶
総
念
犠
綴
四
百
午
総
日
時

の
写
真
展
示
宅
花
淡
総
計
(
+
市
長
骨
内
)
作

V
問
い
合
わ
せ
会
開
幽
緑
地
理
部

品
の
花
機

品
骨
格
的
撫
料
絞
殺
病
問
混
と
も
中
的
削
日

時
か
ら
血
判
決
噛
2
1
0
0名
に
、
ダ
リ
ア
、

マ
リ
I
ゴ
l
凡
ド
強
ベ
チ
ュ
ニ
ア
的
中

か
ら
1
鉢
プ
レ
ゼ
ン
ト

晶
怒
薬
局
は
お
マ
み
臨
刑
事
訪
日
、
然
繊

4
向

nn日
〈
土
〉
・
村
山
日
〈
祝
)

午
前
開
川
崎

i
午
後
4
締

手
賞
沼
公
関
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

商
品
荘
、
ゴ
ル
フ
織
の
樹
木
、
支
&
ん
な
ど
が
我
孫
子
総
9
ホ
ー
ル
、
取
手
同
開
鳩

町
線
鈴
鵬
首
珊
曜
の
た
め
の
線
灘
使
用
が
、
ホ
i
ル
を
通
謀
す
る
も
の
。
近
年
増

大
き
な
社
会
問
題
レ
み
ち
て
い
ま
す
w

大
す
る
ゴ
ル
ワ
愛
好
者
に
対
硲
す

制
判
機
川
河
m
川
敷
ゴ
ル
フ
織
は
、
昭
和
る

hfh、
低
額
で
親
し
み
ゃ
す
い
事

前
叩
年
か
ら
仏
側
ま
っ
た
終
怒
川
液
晶
糊
公
巡
民
ゴ
ル
フ
機
と
し
て
、
平
成
3
年
後

藤
蹴
問
料
削
減
(
い
こ
い
の
ん
仏
喚
野
球
機

1

め
先
占
棋
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

サ
プ
カ
I
機
線
上
続
技
場
等
皆
殺
出
期
」
甲
奴
い
合
わ
せ
公
開
削
綾
城
織

の…

Zし
て
建
設
ゑ
滋
し
て
い
ま

す。
術
寸
は
、
こ
の
ゴ
ル
ァ
柑
唱
の
建
設
に

あ
た
り
省
燦
薬
使
用
的
側
同
綴
に
つ
い
て

絵
討
を
量
重
ね
て
き
た
結
問
端
、
市
民
丹
後

き
ま
の
一
小
山
術
的
解
渇
、
環
械
的
係
金
な

ど
の
観
古
川
か
ら
、
コ
ー
ス
市
刊
の
総
持
榔
総

務
に
は
幾
業
者
使
用
問
し
な
い
こ
と
で
慈

悌
酬
を
進
め
る
ニ
と
に
し
ま
し
た
。

脳
内
ゴ
ル
フ
場
は
、
我
対
柑
子
市
、
取
手
市

が
主
体
の
鯵
3
セ
ク
タ
ー
語
品
会
付
税

数
帯
‘
伐
採
子
絞
殺
川
轡
臨
機
怒
備
公
社
い

事襲撃車前欝ポんお講話手守背か

274 

野鶴健醸料の曜借金融付

5月101:1(コドト1HH金)市民会鎮で

互主治に率五号を添える予I芸品約数々、

こ了段分で作ってみませんか。

参申し込み 護主言言かハ点々 で4月288

(土}まてーにお言語綴へo

主まお子様是主れのヲ法草葺iまごま霊感くださいの
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z震購
島

量

量

}
F
滋:穣
P
齢
E民

89F
メ

1リ

1;YrL
ト

L
土
が
支
あ
号

iま
手
そ1
すてで;むじ五し与上ゑて七:し丸午、必護繍翼焚

敢
義
約
営
な
使

Eわ

札

芸

方

を

し

て

主

義

で

す

の

で

、

そ

の

後

的

議

一

点

三

M
V

韓
関
輯
開
地
嘩
轟
盟
駒
内
品

L
罫
司
a
f
a事
教
に
は
そ
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
?
ス

亡
医
官
、
匙
剖
制
調
窃
溺
必
町
朝
醐
h
y蝿

u
g
d噂
鼠
盟
盟
覇
醐
輔
稲
圏

4
s
e

い

る

余

地

議

室

)

を

滋

ん

℃

、

こ

れ

塁

率

慰

し

て

霊

す

苧

霊

室

長

司

j

司

4

'

i

'

ー

だ

か

ら

ぎ

と

培

え

る

の

は

撃

に

危

ら
の
土
地
縁
殺
を
公
表
し
、
求
総
合
終
り
ま
す
。
一
向
に
絞
ら
な
い
議
輔
君
会
滋
抑
制
総
件
く
品
閣
制
が
あ
り
ま
す
@
ま
た
、
で
き
あ
な
yhし
て
、
慎
重
心
後
約
し
て
決
め
た
検
で
す
a

開

削

す

る

織

の

白

安

と

し

て

い

と

だ

く

も

し

1
3
7

数
ー
そ
の
お
談
宗
務
は
年
々
種
類
も
が
っ
た
口
開
設
受
け
取
る
時
、
そ
の
務
方
が
よ
い
で
し
ょ
う

0

2

気
軽
に

の
で
す
a

飽

穏

公

示

数

蝋

は

子

、

議

に

な

る

ば

か

り

そ

童

で

必

ず

重

し

ま

し

ょ

う

倫

理

主

…

込

書

竺

会

長

警

察

る

招

デ

託

、

市

の

根

談

窓

口

へ

議

案

審

問

語

童

雲

市

都

市

i…
聾

響

は

主

元

年

波

宮

市

位

寄

せ

ら

れ

た

ま

せ

は

ト

ラ

ブ

ル

の

も

と

で

す

ぷ

で

す

五

分

言

葉

書

記

存

る

ー

喜

存

は

大

丈

夫

L
K綴
っ
て
い

が
襲
喜
寿
フ
場
合
や
、
削
閥
、
治
方

J
S李
総
談
主
主
っ
て
お
料
開
し
し
ま
す
。
分
で
よ
く
免
て
気
が
つ
い
た
こ
と
は
板
議
機
だ
と
怒
っ
て
務
約
し
た
と
こ
ろ
、
て
も
、
悪
質
な
救
護
巧
妙
な
言
で

公
終
初
筆
茅
公
共
熔
織
等
を
翼
、
フ
換
機
準
地
町
地
織
や
酬
明
単
純
が
弛
慨
す
る
ま
ず
、
制
相
談
内
務
紛
で
多
か
っ
た
も
乎
に
は
っ
き
り
と
申
し
出
ま
し
ょ
っ
。
笑
は
炎
説
教
材
を
定
期
的
に
時
購
入
す
る
鴻
焚
殺
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ア
ル

合
的
競
識
と
b

守
れ
る
ほ
か
、
憎
精
鋭
機
等
道
路
約
機
賄
畑
、
幅
棚
田
民
、
機
犠
搬
の
附
周
辺
町
的
支
…
…
つ
あ
げ
て
見
ま
し
た
。
そ
め
次
に
多
か
っ
た
綴
畿
は
「
家
的
も
的
だ
っ
た
、
と
い
う
却
制
緩
も
お
り
ま
は
未
然
に
時
削
げ
れ
ば
一
番
良
い
の
で
す

が
滋
十
一
創
刊
潟
卦
刷
機
淡
に
よ
る
土
地
殺
初
土
総
務
局
状
況
絡
を
総
柏
戦
し
た
地
組
側
公
最
も
件
数
時
多
か
っ
た
の
は
吋
ク
工
事
や
改
淡
位
附
附
す
る
こ
と
」
で
、
ほ
と
し
た
。
製
品
制
す
る
飽
に
契
約
役
者
よ
く
が
、
も
し
も
業
者
主
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

波
町
酬
の
剣
務
審
査
の
混
識
な
ど
ど
し
て
一
部
内
閣
総
世
官
邸
は
、
議
役
所
都
中
市
計
画
ワ
i
品
ン
グ
ト
ラ
ブ
ル
L
Tす
a

タ
ワ
i

ん
ど
が
緩
慢
緩
ん
聞
広
よ
る
も
の
で
す
。
緩
み
、
そ
れ
が
何
内
会
員
権
か
、
ど
め
よ
し
た
り
、
契
約
の
こ
と
や
荷
数
内
総
人

も
大
き
な
役
割
を
幾
た
し
て
い
ま
す
m

総
で
だ
れ
で
も
簡
単
に
陀
覧
で
事
ま
す
固
ニ
ン
グ
に
出
せ
ば
絞
品
に
な
っ
て
災
勺
台
所
内
放
流
や
サ
ン
ル
ー
ム
ヱ
綱
、
静
う
な
特
に
使
用
で
き
て
‘
ど
ん
な
特
典
で
不
安
を
感
じ
た
ら
一
人
で
絡
ま
ず
、

私
一
一
円
yJ

ま
た
、
(
財
)
土
地
情
報
セ
ン
タ
ー
で
て
〈
る
と
思
っ
て
い
る
人
が
ま
だ
ま
だ
的
簿
ヱ
事
な
ど
綴
絡
も
務
殺
に
高
い
ち
が
あ
る
の
か
、
制
作
側
酬
で
は
な
く
総
判
酬
で
気
軽
に
市
抑
制
仰
綴
窓
口
へ
引
い
総
統
〈
ど

総
纏
を
知
る

F
F薮
警
は
4
月
初
日
ま
で
も
土
地
譲
記
録
す
多
い
よ
う
で
す
。
大
切
な
棄
を
ま
か
の
が
子
、
?
ル
ス
マ
ン
の
吋
党
本
工
い
く
た
な
る
の
死
去
に
草
に
惑
い
電

り

の

標

準

飽

嘉

藤

整

L

季
レ
ホ
ン
サ

i
E祭
(
2
6
5
)

せ
る
の
で
す
か
ら
、
ど
こ
に
ぎ
ま
療
で
す
か
ら

Ltサ
ー
ビ
ス
議
中
必
要
な
も
の
か
を
草
し
て
か
ら
義
主
要
議
絞

p
u
p
S
6
5
4
(午
前
日
時
か
ら
午
後
呂
時
)
シ
ミ
や
か
搾
れ
が
あ
り
、
い
つ
つ
け
た
か
、
で
す
か
ら
い
と
い
、
ヲ
惑
裁
に
鯵
わ
さ
れ
し
ま
し
ょ
う
ロ
ー
、
幡
野
3
月
曜

附
刷
協
臓
な
ど
が
類
削
叫
す
る
激
怒
り
の
擦
を
災
臨
時
し
て
い
ま
す
。
引
い
初
怨
〈
だ
さ
燦
材
、
付
属
n耐
え
ル
ー
な
ど
)
円
安
然
な
い
こ
と
で
す
か
そ
の
場
で
は
契
約
せ
そ
の
他
に
総
双
っ
た
の
が
、
従
絞
殺

3
時
戸
総
緋
酬
で

鱗
ぬ
の
公
治
機
織
を
も
と
に
し
な
が
ら
、
い

g

な
ど
を
し
っ
か
ワ
庄
の
人
に
郎
耐
え
て
お
ず
、
後
激
的
業
者
か
ら
終
絞
り
を
絞
る
や
総
燦
器
具
な
ど
の
リ
i
ス
に
よ
る
割
問
嘗
燃
い
合
わ
せ

監盟謹盟盟盟謹聾霊童

職
幡
鱒
鍛
一
項
鱒
繕
骨

土
軸
取
り
引
書
の
目
安
に



然779望書

シ~7ムスタ開ト
イ闇人別にヂータを整理

f警
機
品
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、

4
絢

nか
ら
抽
概
撒
麟
轍
胃
液
ιシ
ス
チ
ム
合
管
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
こ
の
シ
ス
チ
ム
株
、
問
問
セ
ン
タ
3
で
実
施
し
て
い
る
各
緩
検
鈴

や
予
紡
綾
織
の
ヂ
l
タ
を
品
加
入
別
に
整
理
し
て
い
〈
も
の
で
す

φ

ニ
れ
に

よ
り
叫
階
段
の
健
療
管
理
が
総
合
品
開

ι行
え
る
よ
う
に
聡
り
ま
し
た
。

話
線
機
セ
Y
タ
i
官(問削
)
1
1
3
1
5

抽
時
康
管
環
ン
ス
テ
ム
と
は
、
岬
陣
織
セ
き
た
た
め
、
同
期
人
打
線
給
総
擦
を
総
合

ン
タ

t
℃
行

3
母
子
出
陣
掛
時
事
業
(
育
児
約
倶
知
世
統
的
は
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き

線
級
、

1
裁
6
か
月
兇
抽
出
語
、

3
続
ぽ
機
ま
せ
ん
℃
し
た
a
A
g
邸
内
シ
ス
テ
ム
化

鈴
、
歯
科
拍
相
談
、
予
防
篠
崎
槻
〉
、
成
人
で
そ
れ
が
可
能
と
な

η、
本
人
法
れ
ん
は

保
健
事
業
〈
成
人
病
附
附
紗
、
四
闘
が
ん
・
本
人
的
保
護
者
か
ら
ず

i
夕
刻
余
が
あ

叩
十
世
協
が
ん
・
前
科
が
ん
怖
が
ん
検
診
っ
た
紙
笈
官
な
Y
M
・
郎
総
に
同
蹴
答
す
る
こ

総
減
給
総
健
診
〉
を
、
い
つ
、
ど
こ
で
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
}

相
内
を
受
け
、
総
祭
出
uywう
ぞ
品
っ
允
か
な
お
、
こ
れ
ら
の
個
人
機
制
慨
に
つ
い

を
、
総
人
別
に
絞
滋
し
て
い
〈
シ
ス
テ
て
は
、
寸
然
孫
子
中
市
綾
子
計
算
総
織
の

齢
制
入
さ
れ
だ
方
で
就
学
部
の

ム
C
す

か

出

刊

燃

に

係

る

阿

脳

人

務

総

的

保

護

に

間

関

す

あ

噌

ナ

掛

憶

の

い

る

方

ヘ

今
ま
で
は
、
事
業
ご
と
に
繁
樹
惜
し
て
る
J
強制附
L

に
よ
り
保
護
し
て
い
き
ま
ナ
a

お
子
さ
ん
の
一
止
措
憾
な
織
機
鴛
瑚
怖
を
行

会
経
な
ど
明
、
、
怒
搬
用
抽
出
に

た
め
、
総
入
詩
れ
た
方
で
就
学
誌
の

蹄
蹴
臨
蹴
鯵
獄
後
設
け
て
い
る
方
へ

ぉ
~
十
奇
ん
を
お
持
ち
の
方
は
、
前
山
枕
品
問

齢
制
め
先
で
の
健
康
詩
断
や
人
間
ド
ソ
均
等
で
受
け
た
予
防
緩
綴
を
ハ
が
キ
で

ク
な
ど
、
出
品
織
的
問
に
品
加
納
附
し
て
い
る
方
滋
北
合
ー
の
は
何
時
総
孫
子
翁
係
鎗
セ

で
、
山
陣
織
宅
ン
タ
ー
で
ザ
フ
成
人
病
健
ン
タ

i
へ
ど
泌
総
〈
だ
さ
い
e

鈴
、
が
ん
検
診
(
同
開
が
ん
、
子
{
昂
が
ん
‘
ハ
ガ
キ
に
は
mw亨
供
向
名
読
め
魚
枠

制
叫
が
え
、
肺
が
ん
)
、
総
出
問
機
総
糊
開
仇
師
向
付
日
①
品
臨
海
③
電
請
番
号
伶
線
機
し
た

の
フ
ち
、
一
つ
や
、
も
ω

党
組
献
す
る
必
緩
め
予
防
住
射
内
線
総
へ
州
内
側
制
、
何
回
凶
回
同
終

な
い
ち
め
が
あ
れ
ば
、
ご
連
絡
く
だ
さ
了
)
ゆ
災
働
時
都
鰐
丹
詰
を
明
記
し
て
く
だ

し

「
も
し
、
あ
の
時
交
響
的
翁
綾
織
が
で
き
た
a

J
払
に
は
、
震
殺
と
い
う
佼

来
な
か
っ
た
ら
と
総
う
と

jaeo負
い
忍
事
は
不
適
佼
だ
ゥ
た
し
み
，
で
も
怒
っ
て

を
持
っ
て
い
る
ん
で
す
。
あ
の
人
た
ち
い
ま
す
。

P
も
も
佼
事
ぱ
か
だ
っ
た
u

的
分
ま
で
、
一
生
管
命
生
き
な
け
れ
ば
か
ね
て
か
ら
肴
議
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
め
な

い

け

な

い

っ

て

い

本

が

あ

っ

た

ら

使

特

急

っ

て

い

た

も

昭
和
ロ
年
‘
渋
谷
に
為
る
詰
本
務
十
の
を
滋
戦
時
に
鴎
ら
務
総
。
議
職
後
も

宇
佐
叩
雌
閣
総
液
晶
制
調
組
織
養
成
見
聞
に
入
所
、

z品開山
ω開
慨
し
、
勢
崎
明
学
生
や
零
護
婦
必

一
戦
火
が
激
し
く
な
っ
た
げ
年
、
養
液
偶
蹄
機
的
畿
と
な
っ
て
い
る

a

一
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
制
服
汲
寄
れ
た

6

一
任
織
の
2
年
問
、
臨
門
畿
の
い
な
い
中
で

一
死
ん
で
い
く
替
が
し
き
を
い
や
と
い
う

一
は
y
h
鶴
見
て
き
た
。
四
年
に
お
本
か
ら
然

…
た
養
護
綴
逢
と
入
札
殺
り
で
品
開
問
交

一
替
で
派
遺
書
れ
た
成
制
裁
総
巡
の
中
に
は
、

一

市

民

っ

て

ま

な

か

っ

た

入

車

以
後
、

U
U
年
に
ふ
〈
織
羽
織
機
僻
慌
を
滋

刊
則
一
滋
す
る
ま
で
、
終
十
添
畑
一
筋
に
生
き

(
「

ま
た
、
永
年
同
看
護
議
後
滋
で
織
か

っ
た
知
織
と
縫
阪
を
嫌
わ
れ
て
、
一
帯
誠

学
校
や
綴
緩
か
ら
縁
崎
酬
を
綴
ま
れ
る
-
』

と
も
w

「
い
つ
も
、
相
手
を
大
級
に
す

る
こ
と
と
、
軽
ん
で
も
た
だ
で
は
樹
脂
き

る
な
。
加
刊
か
し
ら
っ
か
ん
で
総
畠
み
主

怒
っ
て
い
る
ん
で
す
い
と
後
輩
の
看
護

機
た
ち
へ
の
震
畿
は
厳
し
い
“

四
四

E
ん

長
る

-r

部
た

2
J

一
誌
よ
持
問

機
鱒
や
り
千
線

開
齢
げ
糟

森
後
平

J

昭
島

大
後

日
で

市民事級鱒11間生募集

議事

ふ
る
さ
と
抑
制
様
子
的
盛
史
や
文
化
を

析
し
い
仲
際
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
く
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

V
学
習
毘
時

6
m
n
m品
川
口
〈
土
一
か
ら
帝
京

韓
関
白
詞
日
醐

日
秀

年
め

2
m
m日
(
土
)
ま
で
の
主
に
第

2

.
4
金
制
輔
自
午
前
日
時
か
ら
蕊
午
、
食

時
函
(
学
期
自
由
門
務
に
よ
っ
て
は
苧
品
常
識

持
事
で
午
後
に
わ
た
る
場
合
あ
り
)
。

V
噂
瑚
闘
機
組
問
中
央
公
民
舷

V
学
習
内
容
*
我
孫
子
的
機
史
2
万

年
*
出
問
磁
的
閥
掴
河
と
我
孫
子
*
政
機
械
臨
め

文
学
と
ぬ
誠
子
山
補
予
気
泡
と
人
生
キ
殺

到
相
手
の
戒
警
の
同
盟
史
也
事
江
戸
時
代
的
地

法
の
女
性
海
ネ
市
内
め
ぐ
り
き
千
獄
制
的

畔
的
文
学
散
指
*
行
時
間
綴
人
的
庭
山
毘
*

伐
採
?
?
内
容
小
屋
と
教
育
内
務
史
*
苧

筑
間
的
と
一
一
必
台
数
夫
人
江
口
輩
子
な
ど

V
募
集
人
員

mw
名
〈
機
内
戦
後
で
町
山

崎
組
以
上
〉
応
募
多
欲
的
場
合
は
線
透

wv
嚇
官
制
蹴
周
年
同
開
Z
0
0
0
向

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
骨
仲
間
ぬ
ハ

ふ開マ
M
V
h
q

ガ
キ
に
注
所
、
氏
名
、
後
続
、
年
齢
、

電
務
審
労
者
問
統
し
、

4
H
n
幻
日
(
士
、

消
印
蒔
品
別
)
ま
で
に
我
孫
子
殺
崩
制
中

央
公
民
館
事
B
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警官げ詰寄やおF

妙臼E寺 モ)1'ヨ2む8(臼)'1'露五9務~ 電車警警では、 4Fllf 臼 ~258，ま℃

午後4住者(言語天0)場合5月278) 寝係控室長事と協力して fブjレーゾー

炉皇署員野 手賞沼公襲撃ニコミユコティ ンJ 畿郵電聖書護隠します。レッド、ノ

$，話章 一ン〈犯殺の多発揚草壁〉者をなくし、

修王子一心の裂騒然 小学技0)8!l.，，15 ブJ[.，-ゾ…ン〈犯き撃のなし可思~~ì

8以内、野子大人の害容 ..10iS以F号、 街〉唱をつくる必め、留さんのご協

女子大人O)ro..叶Oをうi以内〈火人の 治省お願いしさま湾人〈致孫谷繁察審〉

砂対象泌総くらいで1t士月以上 顎はゆ学生以上〉

平成2f手4月18l絡を ゆ人ロ11ゑ862人(十1，476人〕
〈支言語む年上t) 号60，112人 女59，750.人

*t撃事襲撃買37.967t望者手(+876t空手書〉

@市役務本庁防…1111
@つくし聖書受房器4~1'(宝:J1

@瀬~~台受務総 0828
@淑::It支持時 88~21竹
@衛鐙支所 89-2358
修事費育議総会 85-1151
@水 道霊 長吾 34…0111
骨量害 防 署警告4-0119
骨少ま芋センター 34-1900
暢術史罷さん言語 85~-2481
@保健センター 87-1131
@ 湾 民 余 m34…33竹
@中央公民館絞内容515
@筋線量望書塵態 84-1110

極論

CIIffi鈴富雄総足踏~I;:台分護憲 87ー忠勝

唱面市民図書書室喜子巨佐分総 89-1311
嘩市民E罰篠鐙移霊童話器軍事館 87-0¥矧
CIIf普段体育重意思Yー竹55
惨害事総連主造事務所 85--1171
唱量喜語体障害堅議事醒fItセンター 88-0141
@あら 霊童璽 88-4188
@つつじ 設 88-0123
@生詰重量豊富電線{浄化者雇)87--2379 

(ゴ"，)87-0015(し祭)88-2547
傘務自主簡返書韓センター 89-3740
曜善策歪台北波書草センター 82一銭湯
場滋~t台F哲B\センター 88-9927
@布佐総差是センター告書ん竹93

惨至宝庫普 4月妥協(8)~目玉民淡行

惨約綴北部繁華菱沼…務

砂まき喜善 51'ヨ13Eヨ〈主ヨ〉午E詰9H奇30 傍受信 誘拐'F甑4防総分からQ

分豊能1昔 喜苦手滋iB公匡室内大会本自Eで様車護主3

砂滋E野 手重要量宝公覇軍空易関自信rr.著書 ード耳霊祭fすしさまですQ

砂著書ro蓄電緒子苦肉絞住め万、 1子 炉議書b目糞 摂刃向〈中学祭以下T∞

ーム〈ヨ~5名 手弓〉

勢チーム量買然毒事犯チーム 惨議後機関午言u5喜善115橋重襲撃警

修費電車自熊約 め切りのf子後2勝校で〈喜著書室綴'，f)

惨申し込み・鯖い苦言わt主 主主語草ハ 砂控遣い合おt主 総本宮(82湾総1

ガキ!と務総事気織の住所、 E記潟、

まF謹章、 性別、 調設童話番号宅配日明書記し、

ぷH司26BC氷〉撲でにお針696致事事 1>8勝ヰ1'31母8(本〕午後1終か

主主員会体事著書室哲(87)11民へ ら3&寺 〈入選議終戦〉

険機主持 子主総語読書宮大会議議事監

験講師小六英介氏 CNHKJフナ

験臼跨 41'ヨ228C臼〉午高幸9草寺30 ウンサ…〉

分 量歩主霊童亀 f∞名

ー惨壌策的民体害警憲章 砂'*'し込み・飼い合わ管室電話で

険機El 綾際女シ〉三アルスダ 務長昌生活言葉へ

プルス、社ま李総主主シンぞプルス (40

緩急uニ〉

砂参加重軽 シングルス500円、ダ

ブルス1(総得

惨織し込み'I'!!lL¥会わtt t主主号、
氏名、霊霊言語豊富号、 聖霊主若者壁際認のう

え現重量管添えて久得意堅守 0)郊の7

F号思議議代子宮(&1)59鉛へ窃苦言絞め

申し込みも受171せけます。

減過去の書襲撃事者は毒事1舟-c苦きません。

'砂悶鯖 4湾22おくEヨ〉午喜容9草寺4日

分から午後8草寺〈入著書線料〉

惨調書房 丹51'話会豊富糸-)し

炉問い合わせ く民話〉臼2手段喜善協会

本級官く83)(盟世主

融事自

盈17~主主

併殺纏 臨時祭主自〈予署員総務〉及び

的関然保母

験勤務皇居草野 治内公主主従事華麗

紗勤務防総〈量産主主〉 豊富跨採録日午

前を3iffli羽分~午後8害事〈問機5000

悶)、喜害罪事外線図ー⑦午露寺ア騎30分

~8鯖45分 ③午後4昨春15玉三~の

き寺3扮〈防総67糾〉

惨申し込み・問い合わせ リ奇襲撃保

総統

，砂崩話事事資事茜 T宮内在住、務総選者来

滋(J)'I;J:J位で者選者tl;:::~霊島幸のæる建霊震

なお

b募集人災若干お

歩申し込み・裏書い合わせ 兵隊23

尽く符〉まで氾綴総書霊と尊重範(ライ

カ絢2絞〉老若絡著書し主語審事務総主I課へ

11>対議員 40~霊能i'l'での鐙長畿なあ

砂勤務 F苦心事~10日、号学校長品業時

完全ら午後4善寺3扮
険回章s 46江間

惨事事銭入箆 著書干名

a惨殺し込ih• I'!!lL¥合わ校 長董まま欝

!こ必要事攻守主咲践し、 41'寺2田〈二仁〉
までに事業主菜子1684獄事著書藍黄金空宇筏
毅爾護軍保鐙高言語量係へ

1>日韓量 4湾27Eきからア湾27臼務

での慰問第4会議議8(4ロシ'"炉ズ〉

惨事著書華 午前10憶から午後19壱

険話語耳苛 cþ~公民館

炉実用 2在活再

俳人聖堂 先着20冬

惨申し込み傘問い合わせ 護霊童苦で

事懇望書兜の緩くヅ)[.， プ())'-;JくIa:
ね共官宅待然続℃は、淡路開収など

宅若手磁ってくれるy慌でランティア径

著書室長しといます。

11>主義絡先 っく1<!;QfF動ヲ持軍茸(88)

75il4_量または笠原へ

砂幾重苦お著書 FおE完俸襲警量器及び市民 後家寝室内じりコドffla詰や罪証書室主主どあり

炉問草寺 41'ヨ21Eヨ〈土3守意義1住吉30 会館の受f司祭滋 をまし絞らと連結く去ささいの絞りc
分 少爽事1¥ 18.滋ガら喜君主題までの緩幾 何い主ます。

砂語富男時 つくし室事幾薬草2階集会室器 な人宅?緩藍主及び校lllJI話題い主ません。

砂テーマ戸レル不ーの言語Part話

傍盟理由市 霊童努ヨフイ子氏〈主主語読草案銭〉

砂罪奪い合わ投 書室E書官(&1)都銀

11>8害事 斗角2告白〈紛〉午後守善寺30

分

砂重軽間 無料

砂港所持怒りホーJし

砂罪悪い会わせ 三三祭器(84)1202

惨事罪問潮聖書 4関下匂から

窓際募集人隠 しミザれも著書干名

砂勤務総燃及び賞受控 室芋包:'f~諮

89奇30分主主ら午後5鰐く協議34.60

OF号〉、午後59警から午後9善寺〈湾

総7C記F号〕、ニt・8費量臼および休8

:午後をき総当沿ガら午後91癒〈日害

事吉Sω附〉 議室患差軍事苦闘iこついては、

総き売は応じ主主主1'0く後遺室電E定事詰〉

惨申し込み 経歴書室!と必要主事耳著者管

記入の上、 4河25図霊長こ塁OJ!l君主在

人我孫子治主事務襲撃霊童会社聖堂でこ:1菩
著書下ささい。

砂問い合わを主 慰留語長人我孫子市

鶴市建設公校、我孫子簡裁持、手守

855 (市民会議官;メ苦情(85)1111

内線総合 '581>

..資総 ア珂1 若君主査ち引き害総祭

殿F'l l;:::~ζ注(J)綴日銭以上のヱヨ

b凝集人民主00人

11>仕事 F翼政じついての意見、

望なご(J)幸喜苦言、知事審t1f在華麗宅r~:子

ーマについてとE整望書室や戸ンケート

のま主主宰、会緩め出罪事〈琢31QJ)

砂任期 ア鈴181j'をうまド主主3i1'3
月31凶

I>!韓事L 1万T絞殺鈎以内〈主主童書笑

福警により察主主りま写。〉

砂岡田募方主義，照い合わ松 下線if/(

への属議1"'¥望欝J (10号令総臣室〉そ聖母悪犯

(，、 き31己主まで{之、手望藍f!j浴場

開10う1察庁君主事望遠葉県民センタ 室

哲0472(23)225ぴ¥

易経幹し込み・燃しミ合わせ 霊璽誌で l 

fう湾138C臼〉君主で!こ主主主幸子育館長主

議所躍電話i慾大会繁行霊!'l!重量藍a
宮(85)1524、宮急設濃く83)3371'¥

4l'司からF官E主体育館の将殿草寺題

と徐畿日ガ絞殺!となり語表し疋。

11>鈎盤善寺罪事 午前gij普から午後9

善寺

惨害事童書臼 fl:!1'苦盤整終Fl震童図、 草案

若手島台

..ナイター襲翼線 41'苦守 Eヨ~5fヨ

318 :火、命、主題霊())午後9草寺さま-c

61'ヲ 18~8F苛158 :会弱体上上

81'約百臼~31'司 311ヨ:象的午後9

善寺さまで

i蓮華都市計霞雲霊長号室員りで90ヨラ

後びして言]絞しきます。

我孫子F自信泌を器総会と章受主義ヲ望書

察署襲では、 41'者168-258畿のめ

d()緩毒患の一燃として務総療の防d()

5霊銭安縦約ぞ受けt廿げさま写。主iJd()
主主豪華とは閉経議t1議選霊草され、{総())

壊兵高官?発見記された事者、主主総豊島習に

より街潟主警が続IG号されるシステム

守士写。

参'8害警 4月1邑80JO午前1容器寄11

EうlE午

..諸昔話時 我孫子駅前跨OJ徒出所感

で先着t∞約書華料

擦なお、最寄りの岩道議翠おな|高

ll5おま重量肇を5筏約セ(5:1'李総事苦史浩〉

でねってます。

惨罪塁い合オコtま f!j~建設走塁審車

4設
<n莞孫子包動機銭祭器量詩型車組合機会

s掻祉のだめ!こと10i5F号の寄f寸が

おりまし段。

。お緩め方〈皇室主活〉から得総())t空路

!こと3方子弓の寝静lltガありEましだ。

り合対賢ぷ意書綴〈並木〉から孝士会謀議

後猿霊~!義信審議金iこむ3ω01宅の悪霊紡

ガおりをまし1::.0

り小払鴨署IE浴軽量(台自〉怒ら事選織票専

務署壁璽主主B鞍綴Fおら苦言属割JIことぞう

を空んの害事織がありましだ。

。ぉ言龍さ主8il5りがとうの重量機から

喜重要請。ザーズオミームfひままわり重量 3

1ごと守万内の鐙符tfおりま置し1::.0

2炉官設溺熊生時齢制樹祭1O:00~1悶
ψZ五j明日一Jむ麟鱒刊加慨葱13:ト 16:00

欝

懇

26恥借入犠待滋樹=市総縦割恥15泌

一一一一一一一一…一一一一一--

27劃噌僻議保険糊糊z鳴館日
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2争@
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